








要約:沖縄県平良市池間、狩俣地区の総合的歯科保健活動において、幼児の平均歯肉炎スコ

アが分極化ずる傾向が認められた。歯肉炎スコアが高い群はジュースを多く飲み、間食の

時間は不規則であった。また、歯肉炎と歯の汚れ、顎発育の間で相関がみられた。以上よ

り、1.口腔内の健康ならびに顎発育にとってよい食生活の確立が重要であること、2.食生

活指導としてジュースなどの間食を控え、規則正しい食生活をさせることは有効なこと、

3.分極化は、よい食生活を身につけたものとそうでないものとの間に起こったと考えられ

たことから、食生活を改善できなかった群への働きかけと、その効果を持続させる工夫が

今後の課題と考えられた。 


